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令 和 8 年 7 月 30 日 

西日本高速道路株式会社 

 

お 知 ら せ 

 

陸上自衛隊西部方面隊との連携に関する実施協定に基づく 

ヘリ映像伝送による被災状況の情報収集について 

 

NEXCO 西日本は、災害時における迅速な状況把握と早期の道路啓開・復旧対応を目的として、陸上自衛

隊西部方面隊（以下、「西部方面隊」）との連携に関する実施協定に基づき、西部方面隊が運用するヘリコプ

ターから伝送されるリアルタイム映像を活用し、令和 8 年熊本地震による高速道路の被災状況を確認しまし

た。上空からのリアルタイム映像により、高速道路の被災箇所や被災規模を広域かつ迅速に把握するととも

に、復旧計画等の検討に必要な情報収集を行いました。 

今回の取組みにより、地上からの確認が困難な状況下においても、被災状況を効率的に把握し、迅速な初

動対応につなげることができました。 

NEXCO 西日本は、今後も西部方面隊との連携をより一層強化し、災害発生時における速やかな状況把握、

復旧資機材の確保および早期復旧に向けた取り組みを推進してまいります。 

 

1．映像の確認状況  

■リアルタイム映像の確認状況 

 

 

 

 

 

        本社防災対策室             本社防災対策室            九州支社防災対策室 

  

2．NEXCO 西日本と西部方面隊が締結している協定  

（1）協定の主な内容 

■協定名 

陸上自衛隊西部方面隊と西日本高速道路株式会社との連携に関する実施協定 

 

■目的 

災害発生時における相互協力における円滑な連携を図ることを目的とする 
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■協定の概要 

(1)被害情報共有 

(2)高速道路施設、敷地、資機材、物資の貸出、提供（NEXCO 西日本→西部方面隊） 

(3)救援活動に必要となる高速道路、施設の緊急復旧（西部方面隊→NEXCO 西日本） 

(4)定期的な会議および訓練 

 

■協定締結日 

平成 24 年 8 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■NEXCO 施設の提供など陸上自衛隊への後方支援 

・救援活動に必要となる NEXCO が保有する施設、敷地、資機材、物資、通信回線の提供 

・緊急開口部を活用した緊急通行車両の通行など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高速道路施設の活用イメージ】 

災害派遣部隊の前進基地・進出拠点都市活用 

東日本大震災 山陽道三木 SA 

ヘリポートの活用 

緊急開口部の活用 

東日本大震災 山陽道三木 SA 
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（2）協定の対象範囲 

 

 

 

 

西部方面隊協定対象範囲（平成 24 年 8 月 22 日締結） 


